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不透明型Light Field IO方式によるヘッドマウントディスプレイを試作し，その高性能化に取り組んだ．眼球移動に対応するための眼球トラッキングのためのカ
メラをディスプレイの外に装着していたが，それをマイクロレンズアレイに正対するマイクロディスプレイの隙間に配置し，その画像からの眼球トラッキング方
式の確立を目指した．具体的には，マイクロディスプレイの隙間にカメラを配置し，そのカメラを用いて，視線方向を変更しながらビデオ映像を取得した．その
際，マイクロレンズアレイ越しに観測するカメラ映像の画質向上を目的に，カメラに取り付けるレンズの焦点距離の調整を試みた．その結果，焦点距離を調整す
ることで，比較的良好な眼球画像を取得できることがわかった．また，外部に装着したカメラによって眼球のトラッキングを行い，マイクロレンズアレイ越しの
映像から眼球位置を推定するための基本データを取得した．推定アルゴリズムに関して，カメラ・マイクロレンズアレイ・眼球の物理モデルに基づく推定手法
と，画像と眼球位置情報の対応情報に基づく機械学習による推定手法の両方を比較検討し，機械学習を用いる方法が効果的であるというデータが得られたが，さ
らなる分析が必要であり，結論を得るには至っていない．これに関しては，今後も引き続き検討・実験を実施し，早急に結論を得たのち，それを組み込んだ最終
プロトタイプシステムを構築したい． 
また，昨年度考案し特許申請を行った高画質化に関する技術に関して，性能評価を行い，さらなる性能向上に取り組んだ．具体的には，マイクロレンズアレイを
マイクロディスプレイに装着する際の位置決めの誤差，マイクロレンズの形状精度などに起因する誤差を補正するキャリブレーション手法を考案し，その有効性
を確認した．
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